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場所は続いて熱水液の上昇通路となり一，、また熱水液が母

岩におよぼした作用は，軍に母岩中のSio2とA1203，遊

騨あつたと獣肱る・その影響嚥水上昇の通蹴

中心としてその周露に向つて遊離したA1203が移動レ

たか，あるいはその中心に向つて遊離したSio2が集つ

て來たか，あるいはこ4）A1203および＄02の移動の爾

者が相対的に行われたのかいづれかであり，その結果熱

水上昇通路の中心部に珪化作用を，その周辺には粘土化

作用を与えたものと考えられる。かつその中心は本地域

内においても大小多数が存在すると考えられる・畑李鉱

床においても二つの中心の存在することが知られた・（第

5図参無）

8．結 口

今回の調査の目的は，土畑鉱山銅鉱床の一般鉱床地質学

的調査のほかに，鉱床と母岩の変質との関係についてそ

の基礎的研究の端緒をつけることにあつた。前者に関し

ては，同鉱山東部地区（鷲の巣事業場）に関しては調査

不充分であり，後者に関しては軍に試料の採取のみに終・

つて目下なお室内研究を実施中である。故に本報告では

軍に鉱床の説明と，調査者が現地において得た考察の説

明にとどめた。これを要するに母岩の変質と鉱床胚胎と

の間には密接な関i連性の存すること力培忍められたカ、ら，

今後この方面の調査研究を進めて探鉱方針を確立してゆ

くことが望ましい。　　　，　一（昭和26年6月調査）
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　The　writers　described　in㌻his　report　on　the

¢opper　deposit　and　its　reserves　of　the　Yam一．

amoto　Mine宙hich　surveyed　during　Novem－

ber，、1951』

　The　contents　of　this　reportareasfollows．；

　General　geology　of　the　deposit　and　its

neighbou「ing　a「ea．

　Reserves　of　the　deposit．

　Relation　between　the　wallrock　alteration

and　thもvein　formation．

　Some　opinionsforprospectingandmining．

要 約

本受託調査は山本鉱山の中講により行つたものであ

るb本銅鉱山は横黒線陸中川尻駅近くにあり，惨交通極め

て便利である・明治初年鉱床発見以來，数代の経営者が

菅　本調査は山本鑛山の申講による受託調査であるが，申請者の承諾

　を得て本誌にも発表するものであるo

蘇鑛床部

変つているが，その間ほとんど継続して稼行されて衆

た。現灌者は山本亀代松氏であり，現在從業員57名を擁

し，月50t（耶均8～9％Cu）を産出している・

　地質は第三紀中新世上部のいわゆる川尻暦であり，鉱

床附近は線色角礫凝友岩を主とし，その上に石英粗面岩

の岩床をカΣぶつているo

　鉱床は広義の黒鉱鉱床に属し，網状細脈鉱体およぴ粘

土化幣中の鉱脈よ．り成る。目下稼行中の鉱床は松倉坑・

チューブレ坑および李野栄坑である。今回の調査により

計上された鉱量は未採掘鉱脈7，000t（品位7～13％Cu）

および松倉坑の坑内貯鉱15，000t（李均品位0，78％Cu）

である。この鉱量は，現在の生産量を以つてしても，あ

るいは目下計画中の10t／日プラントの選鉱設備を以つ

．てしても，優に10年聞の稼行に耐える。さらに未調査

の鉱量も相当に存在すると考えられるので，今後の調査

探鉱が望ましい。

　要するに本鉱山は，大規模作業には不適当であるが，

現在計画中の程度の事業経営は適切で，かつまた將來の

堅実な発展も期待されると考えられるd　　　’

1．緒 目

山本鉱山の申請により昭和26年11月約1旬に亘つ

て，同鉱山銅鉱床を調査した結果を報告する。化学分析

は田中鉱業株式会瀧土畑鉱山に依頼して行つた。

　　　　2．位置および交通
（鉱区位置）　岩手県和賀郡湯田村川尻
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岩手県山本鉱山銅鉱床調査報告（菊池徹・物部長進）

　（最寄駅）　横黒線陸中川尻駅
　（1：50，000地形図）　川尻’

鉱床は横黒線陸中川尻駅の東南約1km，和賀川が大き

く屈曲する附近に散在する。各鉱床共に駅より車馬を通

じシ交通極めて便利である。　一

3．沿 革

鉱床発見は明治初年と伝えられる。その後経営者はし

ぼしぱ変り，相当盛んに探採鉱したことが旧坑およびず
　　　　　　　を　　　り等によりうかがわれる。明治42年村井吉兵衛の手に移

り了昭和11年7月東北鉱業株式会肚の所有とな1つた。

同13年浮遊選鉱場（200t／日）の建設にかかり，同16年

3月より蓮転粗鉱計約2’万tを処理したが，同17年3月

畢日より経営が帝国鉱業開発株式会瀧の手に移つた。し

かしながらその後1ヵ月も蓮転せずして選鉱場基礎が崩

壊し，ただちに解体，その後手選によウ稼行同24年4

月大島鉱業株式会肚の経営に移り，細々と稼行中を同25

年7月現灌者に譲渡されて現在に至つた。
　　　　　　　ムカイママ　なお鉱山名は，古くは向山鉱山と称し，その後，’川尻

鉱山と呼んでいたが，現擁者に移つてからは，山本鉱山

と称しているo

4．現 況

　（鉱業灌者）　山本亀代松

　（鉱区番号）　岩手県檬登第474号

　（從業員）昭和26年11月15日現在における從

業員数は第1表の通りである。合計57名中男49名，女

8名であるQ

鑓には全く着手せず，李野2号鑓を少しく探鉱し，主と

して李野栄鑓を稼行している・

　　　　　　　　　　　　　　し選鉱かつて東北鉱業時代に設立された浮遊選鉱

場は，既述の通り解体され，現在では軍に手選および策

上げのみを行つている。近くジガーならびにテーブルに

よる簡軍な選鉱場（10t／日）の設置が予定ざれている。

沈澱銅北坑坑口に目下沈澱銅採取設備を建設中で

ある。

賃　　金　松倉坑の採鉱夫20余名は，木番賃金によ

らず，出鉱量による請負制を実施している。すなわち各

人一人づつで各切窃を持ち，ダイチマイトその他諸経費

一切坑夫持ちで，第2表の如き賃金にて請負つている。

第2表　鉱石買上賃金表
　て1夙50kg分）

Cu％

4

5

6

7

8

9

価額

200円

250

300

390

420

450

Cu％’

10

11

12

13

14

15

価額一

480円

510

540

570

600

630

Cu％

16

17

18

19

20

価額

660円

690

720

750

780

第1表山本鉱山從業員一覧表

生産高　過去の生産高は不明であるが，炉昭和25年7

月現灌者に移つて以後の出鉱量は第3表の通りである。

　　　　第3表出鉱量一覧表　．

月別

事務所
松倉坑
チューブレ坑

耶野坑
計・

係員

3

3

埴夫腔プ

22

6

6

34

3

3

難夫

2

2

5

9

選鰯 計

3
2・

3

8

3

27

10

17

57

採鉱現在稼行中のものは，松倉坑・チューブレ

坑およぴ季野坑の3坑である。松倉坑は，かつて北坑準

（通洞準）およびその上15mおよび30mの中段および

上段をもうけて採掘してお軌現在は，その坑内の各所

で，個々の鉱脈を採掘している。なおこのほカ」にかつて

1
「

ケービング」にて落した鉱石の貯鉱を少量づつぬき出

している。プユーブレ坑ではチューブレ本鑓を南向鑓押

採掘中である。李野坑は，一牲時盛大に採掘された李野本

臥数

25年7月

　8、
　9
　10
　11
　12
26年1月

　2
　3
　4
　5’
　6
　7
　8
　9
計（李均）

湿鉱量

173

238

233

17266

511

，，462

539

812

611

1り210・

427

1，134

908

1，219

17913．

11，656

乾鉱量雫均品位　萱鉱先

　t
8．595

11．646

13．297

63，300

23，212

23．212

26．739

40．625

30，562

60，391

21．378

56。721

45．308

60．950

48．780

534．716

　t・
8，158

11，363

11．080

57，825

23。844

21．606

25．010

37．591

28，243

55．307

19．923

52．515・

42，484

50．838

4，5．947

491．734

　％10．129

8．520

9．770

3．880

10．380・

11．840

11．980

11．860

11．420

8．485

8．499－

7‘445

7．331

10．000

8．970

（9．367）胸

小坂製錬所

日立製錬所

発盛製錬所

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

，ク

〃

備　考逡鉱はi久に入れて邊るo分析値は費鉱先による0－
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　　　　　　5。地．　質・
　　　　　　　　　　　　　　　　　コツナギ
鉱床附近の地質は第三紀中新世上部のいわゆる小繋暦

およびその下部の川尻暦を主とし，地域東部にはさらに

下部（中新世中部ンの大石暦がある。小繋暦および川尻

厨の聞には石英粗面岩（サ部眞珠岩）が岩床状に介在す

る。

』
小
繋

暦は，擬茨質砂岩・頁岩・細粒凝友質礫岩および・

線色擬友岩を主とするが，川尻暦は線色角礫凝友岩・凝

友質頁岩および線色凝次岩を主とする。特に鉱床附近の

川尻暦は線色角礫凝茨岩の発達が著しい。

　各膳共，傾斜極めてゆるく，・水李～10Q．前後を普通と

私

盆
タ秘

②　試料喬号

⑧　席脳

懸繊繍磁繭后
囲磯蹴’磁琳イヒし脇

膨罐麟つ縞琳噸

パ

藁

・sハz

日一
雁

膨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAZ

1・

第1図　　松倉坑（通洞準）試料操取位置および地質略図．

し，走向はNS系のものが多いようである。

　石英粗面岩はいわゆる斜長石英粗面岩で流理の判然と

した・もの，到然しないものがあり．石英の斑晶は比較的

明瞭である。・淡白色～帯褐白色を呈するものが多く，小

繋層と川尻暦の間に岩床状をなして挾まれ，なお同岩の

一部に二はi破璃質となり眞珠岩封犬をなす部分が見られる。

6．鉱 床

　鉱床は広義の黒鉱鉱床に属する網状細脈鉱床で，主と

して川尻暦上部の角礫凝友岩中に胚胎し，石英粗面岩岩

床ゑ「キャップ・ロック」としてかぶつているようであ

るo

　鉱床母岩は甚しく変質を受けているが，その変質の主

なものは，珪化作用と粘土化作用である。この爾者は漸

移関係を保つて分布する。調査の便宜上とれら変質帯を

3つに分ち，SC・SAZおよぴAZとし，．これにより，

　SC　：珪化作用の極度に発達した部分の意己

　SAZ＝珪化作用およぴ粘土化作用の双方を受けて

　　　　　いる部分の意。

　A3　：粘土化作用を極度に受けだ部分の意。

を表わした。

　鉱床はこれら三りの変質帯に関蓮して胚胎する。今回
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岩手県山本鉱山銅鉱床1調査報告く菊池徹・物部長進）

の調査の対象となつたものは，松倉坑5チューブレ坑お

よぴ卒野（栄）坑の三つである。以下その各鉱床につい

て略記する。

　松倉。坑　北坑準⊂通淋準）およぴ中段・上段（各準

各々15m間隔）の3準にて採鉱しているが，母岩は総

べて線色角礫凝次岩である。ただし上段の角礫中には石

英粗面岩が極めて多く，比較的その上部に近く石英粗面

岩岩床の存在を予想させる。

　変質は第1図に略々示した通りS（⊇，SAZ，およびAZ

があり，鉱床中心部にSCを持ち，周稼部にAZが分布

する。

　網封犬細脈はSC部に発達著しく，脈幅は0，2cm～3cmを一

普通としレ走向，傾斜は一定せず，延長は10m以下が多

く，それ嫌嘲駒間隙3・cm～・m．潴渾とする・

　SAZおよびAZに入ると，・脈幅はSCに較べて広く

・なるが，聞隔が大きくなつてくる。例えば北坑本鑓1）の

如＜，鍵幅20cm～40cm，延長40mにおよぶものもある。

しかしながち坑内各所にみられる鉱脈は，鑓幅5cm～

15cml延長10m以下が多い。その主なものを第6表に

示した。

　SC音βの糸圏封犬糸田脈をよ，

に水も多く，二次富鉱部の存在も絶無とは云えない。

　チユーブレ坑　上記松倉鉱床の周縁部の鉱脈か，ある

いは他の中心1（SC部）の周縁に相当するものかは今回の

調査では不明であ喬が，’松倉鉱床の周縁部にある鉢版と

類似した性質を有している。母岩は主として緑色角礫肇

次岩であり，変質はSAZを主とする。・

　鉱脈は，チューブレ本鑓の他2，3ぷ知られている。卒

均脈幅13cm。本鑓の一毅走向N20～25QE，雫均傾斜

75QWである（第3図参照）。鉱脈組成鉱物ほ，松倉坑

のそれらとほとんど同じであるが，松倉坑に較べて黄鉄

鉱が多いようである。

　孚野坑干野鉱床には，かつて盛大に稼行された李’1

野本鑓があるが，現在では全く手をつけていない。他に

李野2号鑓がある：がこれも少しく探鉱しているのみであ

る。現在稼行中のものは上記爾者の西にある栄鑓であ

る（第2図参照）。
1
母
岩

は主として線色角礫凝友岩であり，変質は・SAZ、

およびムZであ為が，上下爾盤で少しく変質状況を異に

し，上盤　（西盤）．に．はSAZが多く・一下盤（東盤）は

SAZ～AZである。

雑籍灘・「
で，アンダーカット。

、ケービングを採用して

いる。母岩を含めたそ

の李均品位は後述する

通り0。7％Cu前後と推

定される。

　各鉱脈中の組成鉢物

は，黄銅鉱・輝垂同鉱およ

び黄鉄鉱が主であり，

脈石は石英・方解石・

重晶石および緑泥石よ

りなる。

　なお，本鉱床は水の

i廻りが極めて少なく，

そのためか他ρ同種鉱

床にみられるようなニ

ヨ欠生成の輝銅鉱による

富鉱部が比較的少いよ

うに思われるoただし

現在の通洞準以下で

は，かつての堅坑等に

もみられる如く，相当

パー＿＿、

　　　　葉　　　　一

　　　　＼

　　　A・
　　　　　　』

糠一 の～．　　　　・一B

「

雛面、

奉β断面一

D

　　　　　　　　ぢ　⊂ゴ霧r　／1晒li2
ノ　　　　　空8　　　　　⑭．

70　　　　　2，0 　　　剛30　　　　4ひ

！；5’00

第2図　李野（榮）坑試料探集位置図

1）　走向N350～450E・傾斜垂直
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　現在知られている鉱脈は1本であり，その一般走向

N230～25QE，．傾斜700～800Wである。李均脈幅14cm

で，’延長60mが知られている（第2図参照）。本鉱床は

f記2鉱床に較べて，坑道に水が多く，採鉱にはやや困

，難を伴う。鉱脈組成鉱物は主として輝銅鉱である。

　その他上訊3鉱庫の他にL鉱区内には旧坑，露頭

が数多く存在し，今後の調査探鉱を心要とする箇所が多

いo

7．品位および鉱量

　今回の調査では鉱量の計算は李野（栄）坑・チューブレ

　坑および松倉坑内の主要脈数本について行い，さらに松

倉坑坑内貯鉱量をも計算した。ごれらを総括しで第4表

　に表示した。さらに各坑毎の品位および鉱量を表示すれ

　ば第4表・第5表・第6表・第7表・第8表・第9表・

・第10表・第11表および第12表の通りである。

第4表山本鉱山鉱量一覧表

鉱　確　　定

　推　　定
　予　　想
嗣計
李均品位（Cu％）

銅

量

確　　定
推　　定
予　　想

　計

参照図表

李野栄坑

　t
403，20

846，30

864．00

2，113．50

9．6

37．50

78．70

86，40

202．60

チューブレ坑

　t
806．00

17209．00

1，209．00－

3，224，00

7．2

57，03

87．041

－87．04

23工．11

第2図，第5表』第3図，第6表
第9表　　　　第10表

松 倉 坑

主　要。脈

　t
267．93

406．20

574。23

1，248．36

13．71

29．68「

56．10

86．38

172．16

第ユ図，第7表
第11表

坑内貯鉱

　　t15，476，00

15，476，00

0．78

121，82

121．82

第1図，第4図
第8表，第12表、

計

　　t　、
16，953。1ぎ

零，46L50

2，647．23

22，061．86

246．03

221．84

259．82

727．69

第5表卒野栄坑鉱脈品位一覧表

番号 脈　幅

H　l
H　2

H　3

H　4
H　5

H6
H　7

H　8

H9、
H10
Hll
H12
H13
H14
H15
H16
H17。
H18
H19
H20
耶均

cm．
10

10

12

10

15

25

20

35　r
35

。15

3　・

0，5

12

5
12

2
20

6
15

12

13．8

比　重

3．22

nd

nd

nd

nd

3．00

nd
lld

n4

nd

3，03

nd

nd

nd

nd・

3．33

nd’

・nd

nd

nd

3．15

Cu％

3．30

8．80

0．52

11．86

10，53

5．31

0．84

3，54

10．25

2．82

14．56、

10，37

10．13

20．59

6．23

18，30

、4．30

14．96’

22，52

7．60

9．36

上盤変質

SAZ
SC
SC＼

SC
SC

SC

SAZ
S4Z
SC
SC

lSC

SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC
SC

SC，
SC多し

下盤変質

SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
AZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ
SAZ

SAZ，
SAZ
SAZ
SAZ
SC

SAZ多し

備 考

脈内は線泥石に富む。

鉱脈散る。

脈内は線泥石に富む。

閃亜錯鉱，重晶石を含む。

脈内は線泥石に富む。

脈内は線泥石に富む。

2本以上に分散する。

算術李均による。
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註

母岩は総べて角礫凝友岩。走向N236ん250E，傾斜700～800W。

変質に関するもC，SAZ，AZの略号については本女参照のこと・

試料番号は第2図参照のことσ　　　　．’

分析ならびに比重測定は田中鉱業株式会肚土畑鉱山分析係による。

廻は測定しなかつたもの。　　　　　　　　　／

＼

第6表　チューブレ坑鉱脈品位一・覧表・

番　号

T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

1
2
3
4
5
6
7
8
9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

T16
T17

李　均

註

走　　向

N　S

N400、E

：N200E

N170E
：N200E・

N250E
N16Q　E

N120E
N250E
N170E
N15QE
：N25QE

N230E
N300E
N6σOE

N70。E

N700E

傾　斜

850E

700W
600W
850W
750W
740W
68QW
80QW
670W
80QW
700W
670W
520W
700W
800S

800S

80QS

脈　幅

cm
5ロ

4
3

30

25

25

9
17

4
12

2
4
7

20

8
25

20

13

比　重

3．12

nd

nd

nd

nd

2．85

nd

nd、

nd
nd

3．00

nd

nd

nd

3．57

nd

nd

3。11

Cu％

8．85

16，73

0．62

5．63

6，68

5．35

3．66

6，74

12．52

12．44

5，54・

5．06

16．21

2173

5．54

2．01

6，82

7．24

母岩変質

SAZ，AZ

SAZ，

SAZ，

SAZ，
SAZ，（SC）

SAZ，

SAZ，AZ

SAZ，

SAZ，

SAZ，

AZ
SAZ，

AZ，SAZ

SAZ，AZ

SAZ
SAZ
SAZ
SAZ．（AZ）（SC）

備 考

本鑓北端。

脈内は線泥石に富む。

石英脈多し。

2本に分れ，線色の石英脈を含む。

切上り場所．2本に分れる。

切上り場所，3本に分れる。

AZ中にては脈が散る。

本鍾。

切下り．下坑道。南端。

切下り．下坑道。

ビリヒ

切上り。

AZ中に脈散る。

脈内に線泥石多し。

「落合なおり」か？

算術李均によるo

’
母
岩 は総べて角礫凝友岩。母岩変質欄中のSC，SAZ，AZの略号については本文参照，なお同欄

和略号3個あるものは先記したものが後記したものより量が多いととを意味するO内は少量の意

、試料番号は第3図参照のこと6

分析ならびに比重測定ば田中鉱業株式会肚土畑鉱山分折係による。

ndは測定しなカ・つたもの。

第7表　松倉坑主要鉱脈品位一・覧表

脈名

A

B

C

D

番号

M
「M

M
M
M
M

3
4
5
6

M　7

M　8
M　9

M10
M11

走　向

N500E
：N50QE

N450E
N400E
N400E
N300耳

N150E
N100E
：N250E

N200W
N200W，

傾斜

400N

600N

垂直

400W
500W
750W

500W
800W．

500W

700W

700W

母岩

TB
TB

　T

　T

T　TB
T　TB
　T

T．TB
TB

TB
TB

母岩変質脈幅

SC，　SAZ

SC，　SAZ

SC（SAC）
SC．SAZ．AZ

SC，SAZ

SAZ．SC

SAZ，AZ．

SAZ，
SC，SAZ

SAZ．

SAZ．

cm
13

　7

17

7
5

20

7
12

5

12

7

比重

3．33

3，22

3．12

nd

3．00

nd

2．75

2．94

nd

2．85

3．33

Cu％ 輪趨叢
　　　cm
15，09』
　　　10
14．12

10．51

21，83

10．99

0．96

4．09

8．43

6．11

0．32

4，26

12

8

3．26

3．06

2．84

10・3．09
　1

14．61

11．07

6．21

2．29

備 考

孔雀石あり

孔雀石あり

脈石英多し

線泥石，脈石英多し

紫の脈石英あり

　　ド
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脈名

E

F

G

H

番号

M12
M13

走向

N200E
N200E

M14
M15

EW
EW

傾斜

550W

40QW

垂直

垂直

母岩

TB
TB．

M16

M17
M18
M19
M20

李均

TB
TB

N300W600WT．TB

N500E
N500E
N35QE
N350E

垂直

750S

750E

750E

TB
TB
TB
TB

母岩変質脈幅

SAZ．SC

SAZ．SC

SAZ．SC

SAZ．SC

SC

AZ．（SAZ）

AZ。（SAZ）（SC）

AZ．（SAZ）

SAZ（Az）

4
25

6
2

15

15

25

15

4

比重

3，10

3．08

3．57

3．35

3．10

nd

3．12
且d

4．00

Cu％灘朧墜．

5．55
　　155，15、

14．15

21．23

8．89

3．18

1．69

4．67

25．25

3．09

43．46

・51r
3．10

25 3．56

5．35

12，79

8．89

17，40

113．1813，71

備 考

粘土中，緑泥石多し。
母岩中に鉱染す。

　　〃
　　〃

〃

李均Cu％は第1表に
よる

註

母岩欄璽丁二凝次愚TB＝角課凝友岩“母岩変質欄のsc。SAZ．AZ．に関しては本女参照，

なお同欄中略号の2個以上あるものは，左に記したもの程量の多きを示しO内は少量の意。

脈名郭よぴ試糾番号は第1図参照のこと。

分析および比重の測定は田中鉱業株式会瀧‡畑鉱山分析係による。　，

ndーは測矩…しなカ・つたもの。

第8表　松倉坑坑内貯鉱品位一・覧表

東

北

四

号

東

北

号

東

北

号

番号

S　l

S　2

S・3

S　4

S　5

S　6

S　7

S8
S9
S10
S11一

Cu％
0．16

0．24

0．16

0．56

0．20

0．16

0．48

0．32

0．36

0．56

2．65

S12
S13
S14
S15、
S16
S17
S18
S19

0．32

0，84

0．12

3．53

0．52

0．44

0．76

0．52

李均

0．28

0．66

0．88．

東

北

号

東

南

号

東

南

号

番矧
S20
S21
S22
S23
S24
S25

S26
S27
S28
S29
S30

S31
S32
S33
S34
S35

Cu％1
1．13

0。52

1．01

0．68

0．16

0．12

0．26

0．19

0，40

0．80

0．22

1．19

0．12

0．99

0．18

0。27

一
李
均

0．60

0．37

0．55

東

南

号
竪、

入

西一
南号

1番号

S36
S37
S38
S’39

S40
S41

S42

総李均

Cu％
1，58

2．29

1，17

0．24

1．09

2，34

李均

1．70

・・5・／
1．00

0。78

李均は算術李均による。

分析は，田中鉱業株式会読土畑

鉱山分析係による。

試料番号は第4図参照
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第9表準野巣坑鉱量一・覧表一

鉱

銅

量

量

算

出

基

準

範　　囲
季均脈幅
卒均比重
畢均品位

擁定
t

403，20

37，50

60m×15m
O。14m

3。2

9，3％Cu

準矧予想
846，30

78．70

70×30

0。13

3，1

9．6

864．00

86．40

80×30

0．12

3．0

10，0　・

1計（卒均）

　　■
27113，50

202．60

（0．13）

（3．1）

（9。6）

備 考

註

下部は狭くなると予想する

下部は小さくなると予想する

下部は高くなると予想する

鉱量二範囲×李均脈幅×耶均比重とす。
銅量二鉱量×李均品位とす。

範囲は第2図，李均脈幅・李均比重・季均品位は第5表参照のこと。

一
第 憩表　チュ」ブレ坑鉱量一覧表

．鉱

銅

量

量

算
出

基P

準

範　　囲
李均脈幅
季均比重
耶均品位

確　定
t

806，00

57．03

推－「定

1，209。00

87．04

100m×20m　　100×30
　0．13m　　　　　　　　O．13

　3．1、　　　　　　　3』1

　7．2％Cu　「，7．2

予劇計（耶均）

1，209．00

　87．04

100×30

0．13．

3．1’・

7。2

3，224．00

231．11

（0．13）

（3．1）

（7，2）

備　　　 考

註
鉱量二範囲×耶均脈幅×準均比重とす。

銅量二鉱量×耶均品位とす。

範囲は第3図，李均脈幅・耶均比重・準均品位は第6黍参照のこと。

第11表　松倉坑主要鉱脈鉱量一・覧表

脈’ 名

鉱

量

銅

量

算

出

基

準

確　　定
推　　定
予　　想

計

確・　定『
推　　定
予　 「

想

計

延

長

官同

サ

確　定
推　定
予　想

確　定、

推　定
予　想

李均脈幅
李均比重
卒均品位

A
t
2。64

5．94

16．50

25．08

0．12

0。86

0．41

3．39

4m
．6

10

2
3
5

0．1Q

3．3

14，6％Cu

B’

111．60

111．60

111，60

334』80

C

16．80

16．80

16．80

50，40

12．38　　　　1．03

12．38　　　　1．03

12．38　　　1．03

37．14　－　　3。09

30
『
3
0

30

10

10

10

0．12

3．1

11．1

15

15

15

5
5
5

0．08

、2．8

6．2

D

9．30

9．30

9．30

27．90

0．21

0．21’

・0．21

0．63

10

10

10

3
3
3

0．10

3．1

‘2．3

E

34．88

23．63

15．75

74．26

1．88

1．28
冒
0
． 85

4．01

15

15

．15

5
3
2

0．15

F3。1

5．4

F『

1．96

0．98

0．98

3．92

．G

23．25

，13．95

9．30

46，50

0。25　　　　2．061

0．12　　　　1．24

0．13　　　　0．82

0．5σ　『　4．12

7
7
7

0．04

3．5』

12．8

10・

10

10

5
3
2

H

67．50

224．00

394．00

685．50

11。・75

β8．98

68．55

119。28

15

25

30

5
10

15

0。15　　　　0．25

3．1、3．6
8．9　　　17．4　厘

計

註

267．93

406．20

574．23

1，248．36

29．68

．56．10

86．38

172．16

鉱量＝延長×高サ×李均脈幅×耶均比重とす，銅量軍鉱量×李均品位とすジ脈名は第1図参照。

亭均脈幅，季均比重，李均品位は第7表参照
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第12表　松倉坑坑内貯鉱量一・覧表

坑　　道、　名

東北四号坑道
東北、三号坑道
東北二号坑・道
東北一・号坑道
東南一号坑道
東南二号坑道
東南二号竪入坑道

西南一号坑道
　計r（李均）

坑道延長（a）

m
確定貯鉱量

23

42’
47

42

33

25

23

43

278

　t1ン346

21457

2，749

2，457

1，981

1，463

1，346

1，677

15，476

畢均品位
　％Cu
O，3

0．7

0．9

0．6

0．4・

0．6

1．7

1．0　1

（0．78）

確気…『銅量

　亡
3．987

17。199

・24．746

19，742

7．722

8。775

22．874

16．770

”121．815

a

’「

C　・
1　　ノ／一
’　ノノノ乙

ち

　　1鉱量二a文百（b＋d）×c×S・G・とす

ただしa二上記
　　　　ル

ー隷卜、
銅量二鉱量×準均晶位とす。．

耶均品位は第8表参照。

以下各坑毎に少しく説明する。

．平野坑　栄坑のみが調査の対象となり，李野本鑓，

耶野2号鑓等は省かれている。第2図に示した番号と第

5表中の番号とが一致する。試料20箇の李均最、位は9．36

に示した。ただしとれらの表に示されたもの以外の鉱脈

の数は極めて多い。

松倉坑坑内貯鉱　既述の通り松倉坑の中心部では網状

細脈が発達し，個々の脈を別々に採鉱することができな

％Cuであるが，既述の通り本鉱脈は下部におい宅は輝　　いので，かつて東北鉱業時代には，これを「アンダーカ

銅鉱が多くなると推定されるので，第9表の通り推定・

予想鉱量では品位を上げてある。

チユーブレ坑第3図に示した番号と第6表の番号と

が一致する。試料17箇のZF愛晶位7．24％Cuである。他

爆』』計・、

　　　　　　　慶　　　　　　　　　コ
　　　。　1。　⑳．3D　401η
　　　　　〃50σ

第3図、チューブレ［坑試科探取位置図F

ヅト，ケービング」により，母岩と共に採鉱し選鉱して

いた。現在そのケーブされた鉱石が坑内に残されてい

る。それらの貯鉱を持つた坑道は第4図・第8表・第12

表に示した通り8本ある。これらの貯鉱槽は第12表に示

した如き形を持ち，通洞準よりぬき取れるようになづて

いる。各槽の貯鉱の見掛の比重を別々に測定することは

できなかつたが，2声所のものについて測定すると，第

13表の通りになる・比較的小さくなつたのは，本貯鉱が

第13表　坑内貯鉱見掛比重測定例

回剃測定容器細重．則・m3の騒

に較べて低いのは黄鉄鉱の多いためであろう。鉱量は第

10表に示した。　－

松倉坑主璽鷹　松倉坑坑内ドは・既述の通り無数の鉱

脈が不規則に胚胎する。その主なものを計算した。第1

表中の番号と第7表の番号とが一致する。鉱量は第11表

第1回
第2回

　1t
27，6’

27．6

　kg41，400

42，・600

　t
1，500。

1，543

極めて乾燥しているためであろう。鉱量計算に当つては

第12表の通り見掛の比重を1．5とした。　・

　　8．探鉱・採鉱および選鉱等に関

　　　する意見
1。現在稼行中の松倉・チュ［ブレおよぴ李野（栄）の・

3鉱床以外の鉱床胚胎の可能性は充分に認められるので，
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第4図　松倉坑坑内貯鉱試

さらに精密な地質鉱床調査を実施する必要がある。

2。李野（栄）坑ではさらに下部昏の探鉱が急務と考え

る0

3。　チューブレ坑では本鑓の南押探鉱を続けて行うべ

き・であア）う。

4。松倉坑は，現在の坑内に露われている多くの脈は

個々に採鉱ずるには余り樽も小さすぎるので，現在の採

鉱を続けながら，少しく下部に向つて探鉱を行うべきで

ある。

　5。一般に採鉱は大規模に行うべきではなく，現在の

女口くノ蚤規模に行うの：が適当である。．

　6。採掘量は，・現在の人員を以つて．して，さらに2倍

位まで上昇させるよう，仕事の能率化を計らねぼならな

い0

　7。　選鉱は，目下計画中の憩七／日プラントの選鉱場

、の設置は適切であり，一その完成を急ぐべきものと考え

る。

　8。’坑内貯鉱は東南出号竪入より抜き出しを行い，選

鉱場の能率上昇を待つて他の貯鉱をも抜き出すべきであ．

るo

go　沈澱銅の操取は急務であろう。

10。　全般的に大規模な設備等をもうける

のは不可であり，でき隔るだけ，ノ」、規模に行

わねぱならないと考えられる。

9。結 目

　最後虻主として本鉢床の鉱量および將察

性について私見を述べる。

　今回の調査により計上された鉱量は総計

約22，000tで，このうち低品位の坑内貯鉱

が約15，000t（耶均品位約0，78％Cu）であ

るから，未：採掘鉱量としては約7，000t（李一

均品位，李野坑9，6，チューブレ坑7．2，

’松倉坑13，7％Cu）である。現在の出鉱は

すべてこの7，000tの内よりなされている　

ので，現在の隼産量て約50t／月品位8～9

％Cu）を以つてすれぱ少なくとも10一年間
’
の
採
掘 に耐える。

　目下計画中の10t／日プラントの選鉱場・

完成後，粗鉱（品位1，5％Cu前後）250tノ月

を処理するならぼ，年間3，・000tの粗鉱を

要する。上記鉱量奪李均1濁％Cuの粗鉢

として考えるならぱ，坑内貯鉱より品位は

倍になるので，量は半減して約7，印0愈，未

採掘鉱床よりは品位がV6～し／7に下るの

、で，量は6倍～7倍になり一，約451000tで

’
あ

るから，計50，000お（品位1．5％Cu）と7より，年聞3，000t

を採掘しても少なくとも10年間の探掘に耐える？、

　さらに今回の調査に計上されなかつた鉱量は，・相当大

と考えるが，「そのうち主なものは松倉坑の下部である。

、一すなわち松倉坑の中心をなす網朕細脈鉱体の下部2），あ

るいはその周辺にある鉱脈3）の下部は共に有望と考えら

れる。

　要するに，本鉱山の鉱量は，現在の生産量および現在

計画中の選鉱場の能力を域つて稼行するは適切と考えら

れる。．

　以上を約言レて本鉱山は前述の鉱量を考えて，．大規模

作業には不適当であるが，現在計画中の程度の事業経営

は適切で，かつまた將來の堅実な発睡も期待される。

　　　　　　　　　　　．（昭和26年12月）

1）土畑鑛山そのほか，本鑛床附謎の同種鑛床の開発状況から考察し

　て2埣鑛床は，さらに下部へ少なくと竜激10甲は現在の状況と同
　じよ5な鑛床力ご胚月台すると考えられる，。、

2）例えげ，北坑本鑓のみの通澗準以下の鑛量麺かうて日本鑛発株

　式會肚では，確定約735t幡均4．9％Cu），推定細・432む（李均4・8・

　％C“）と計上し弛ことがあるQ
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